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	第２号　令和６・７年度保険料率改定に向けて
	・高額な医療費が発生した場合に財政面を支援する制度があるのか。
	第３号　令和４年度保健事業の取組について
	・健診受診率の向上のため、「みなし健診」は活用しないのか。
	・お口“いきいき”健康支援事業では、要介護２以上の方を対象に訪問による「お口の
	健診」を行っているが実績が少ない。良い取組なので、ケアマネージャーへ事業の周
	知が必要と考える

